
よしかわ議会だより ９ 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

一般質問 一般質問 一般質問 

行
財
政
改
革
と
選
挙
の 

開
票
事
務
に
つ
い
て 

（問）
　
①
新
学
校
の
建
設
予
定
時
期
は
。 

②
建
設
費
の
試
算
と
償
還
方
法
は
。 

③
建
設
の
際
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
併
設
を
要
望
し
た
が
、
さ
ら
に
、

学
校
施
設
自
体
が
環
境
教
育
の
教
材
・

場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
「
エ
コ
ス

ク
ー
ル
」
を
提
案
し
ま
す
。
見
解
を
。 

④
新
中
学
校
予
定
地
の
有
効
利
用
が

協
議
中
の
よ
う
だ
が
、
当
該
地
区
内

調
節
池
と
隣
接
す
る
、
東
埼
玉
環
境

組
合
の
処
分
場
を
組
合
に
整
備
し
て

い
た
だ
き
、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
と
し

て
は
。 

（答）
教
育
長
　
①
中
曽
根
小
は
平
成
２１

年
頃
か
ら
、
南
中
は
平
成
２３
年
頃
か

ら
、
中
央
中
は
平
成
２４
年
頃
か
ら
、

教
室
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
地
区
内
に
学
校
を
建
設
す
る
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
周
辺
開

発
や
住
宅
建
設
に
よ
る
児
童
・
生
徒

数
の
把
握
に
努
め
、
学
校
用
地
取
得

及
び
建
設
時
期
を
判
断
し
て
い
く
。 

②
用
地
費
も
含
め
、
小
学
校
建
設
費

は
４７
億
円
、
中
学
校
は
４４
億
円
程
度

の
試
算
で
、
財
源
は
、
国
庫
補
助
金

の
他
、
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
債

や
一
般
財
源
を
考
え
て
い
る
。
一
般

財
源
に
つ
い
て
は
、
都
市
再
生
機
構

の
資
金
を
活
用
で
き
る
立
替
施
工
が

可
能
か
協
議
を
進
め
て
い
る
。 

③
環
境
へ
の
負
荷
低
減
を
設
計
に
入

れ
、
教
材
と
し
て
も
活
用
で
き
る
施

設
に
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
検
討
す
る
。 

④
平
成
２２
年
度
共
用
開
始
を
予
定
し
、

一
体
的
広
場
の
活
用
を
基
本
に
調
整

を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
の
整
備

費
用
の
負
担
軽
減
を
申
し
入
れ
す
る
。 

 

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
を 

 （答）
市
長
　
吉
川
市
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
の
会
議
な
ど
に
お
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
を
最
優
先
に
対
策
を
推
進
。 

 

地
域
で
の
支
え
あ
い
体
制
構
築
を 

 （答）
市
長
　
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。 

（問）
　
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
等
が
安
心
し
て
賃
貸
住
宅
を
借

り
ら
れ
る
よ
う
に
「
住
宅
確
保
要
配

　 

五
十
嵐
　

惠
千
子 

（問）
　
選
挙
の
開
票
事
務
に
関
し
て
。 

自
治
体
業
務
に
お
け
る
迅
速
性
、
効

率
性
の
追
求
の
意
識
の
重
要
性
と
と

も
に
、
市
の
職
員
の
意
識
改
革
の
観

点
か
ら
、
開
票
事
務
の
現
状
と
今
後

の
改
善
策
に
つ
い
て
質
問
。
効
率
化

と
い
う
も
の
を
徹
底
的
に
追
求
す
る

こ
と
が
行
政
改
革
で
あ
り
、
選
挙
の

開
票
事
務
は
効
率
化
を
追
及
す
る
取

り
組
み
で
す
。
効
率
性
と
正
確
性
の

両
立
が
重
要
で
ス
ピ
ー
ド
を
意
識
し

て
迅
速
性
、
効
率
性
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
集
中
力
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
開
票
事
務
の
改
善
へ
の
取

り
組
み
は
、
こ
の
改
善
運
動
を
通
し

て
、市
の
職
員
の
意
識
改
革
を
行
う

こ
と
で
す
。
職
員
が
目
的
意
識
を
持

っ
て
仕
事
を
し
、
仕
事
に
や
り
が
い

感
、達
成
感
を
持
ち
な
が
ら
自
発
的

に
取
り
組
ん
で
こ
そ
意
識
改
革
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
①

開
票
事
務
の
現
状
、
②
疑
問
票
へ
の

対
応
、③
効
率
化
を
図
っ
た
経
費
削

減
効
果
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

（答）
総
務
部
長
　
①
の
開
票
事
務
の
現

状
に
つ
い
て
は
、
開
票
事
務
改
善
の

動
き
は
、
全
国
的
に
大
き
な
運
動
に

な
っ
て
お
り
、
視
察
し
た
多
摩
市
や

先
進
自
治
体
の
事
例
を
取
り
組
み
、

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
無
駄
を
省

き
、
新
た
な
開
票
作
業
の
流
れ
や
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
開
票
事
務
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
②
の

疑
問
票
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
開

票
立
会
人
に
開
票
作
業
の
迅
速
な
対

応
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
③
の
効
率
化
を
図
っ
た
経
費

削
減
効
果
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
平

成
１５
年
の
埼
玉
県
知
事
選
挙
で
は
、

１
時
間
２２
分
掛
か
っ
て
い
た
も
の
が
、

今
回
８
月
に
実
施
さ
れ
た
知
事
選
挙

で
は
、
３８
分
で
開
票
作
業
を
終
了
し
、

人
件
費
の
削
減
と
職
員
負
担
の
軽
減

が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、

さ
ら
に
研
究
と
工
夫
を
重
ね
て
い
く

と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
改
革
の
向

上
を
図
り
、
な
お
、
一
層
の
開
票
作

業
の
迅
速
化
と
効
率
性
に
、
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

駅
南
新
小
中
学
校 

建
設
計
画
の 

進
捗
状
況
は 

川
島
　

美
紀 

賃
貸
住
宅
を 

安
心
し
て
借
り
ら
れ
る 

支
援
体
制
の
拡
充
を 

なまずの里公園 

に
関
す
る
研
修
会
や
市
内
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
、
犯
罪
情
報
の
提
供
等
を
予

定
し
て
い
る
。 

　
交
番
に
代
わ
る
施
設
は
、
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
組
織
化
や
防
犯

意
識
の
高
揚
が
期
待
で
き
、
拠
点
施

設
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

（答）
市
民
生
活
部
長
　
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
２０
年
に
は
形
あ
る
も
の
に

し
た
い
。
青
色
回
転
灯
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
連
絡
会
で
協
議
し
、
状
況

を
確
認
し
て
い
く
。 

平
成
２０
年
度
の 

予
算
編
成
に
向
け
て 

（問）
　
定
率
減
税
の
廃
止
等
に
よ
る
税

制
改
革
の
市
へ
の
影
響
と
来
年
度
予

算
編
成
で
の
主
な
留
意
点
は
。 

（答）
市
長
　
市
民
税
の
増
収
は
見
込
め

る
が
、
交
付
金
等
の
減
収
も
見
込
ま

れ
、
基
本
的
な
影
響
は
な
い
。 

　
第
４
次
総
合
振
興
計
画
に
定
め
る

重
点
施
策
な
ど
の
着
実
な
推
進
を
図

る
べ
く
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ

効
果
的
に
配
分
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 


